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i充通業向け汎用アプリケーション･パッケージ
"HICAMS”

ソーダ･ニッカ株式会社における適用事例

Application Exampleof HitachiComputer Assisted Management

SYStemS at SODA NIKKA CoりLtd.

現在,標準的なアプリケ【ション･パッケージを実用化することは,非常に困難

なこととされている｡この論文では,アプリケーション･パッケージの問題一たであ

る生産性及び保守性を向上させた,流通業向け汎用アプリケ【ション･パッケージ

"HICAMS''について,その概要と化学薬品卸売商社であるソーダ･ニッカ株式会社

での導入過程及び適用業務である資金操作シミュレータについて,ユーザーの立場

から分析し述べる｡

山 緒 言

現在の企業経営は,全く新しい企業環境を経験しており,

コンピュータを有効に使いこなす経営力が必要である｡この

ような状況下にあって,コンピュータの使用目的は,従来の

管理面,事務面の単なる機械化から一歩進んで,コンピュー

タを経営管理計画ツールとして利用する経営技術として活用

されなければならない｡

流通業向け汎用アプリケーション･パッケージ…HICAMS”

(HitachiComputer Assisted Management Systems)は,

日立製作所が開発したバッケ】ジであー),その目的は,

(1)システム設計の短縮

(2)システム建設の短縮

(3)プログラムの機能分割

にある｡

なお,ソーダ･ニッカ株式会社で導入したモジュールは,

業務別ソフトウェアの資金管理の部分であり,この論文では

それについて説明する｡

凶"HICAMS''の概要

`lHICAMS◆'は,管理計画業務がシステマテイツクに行なえ

るように業務を支援する汎用的なツールの集合であり,簡易

な操作により,日常業務で蓄積されたデータベースから必要

な情報を検索し,簡単な予測シミ

行ない,その結果をキャラクタ･

ク･ディ スプレイ及びライ ンプリ

‾ショ ン･パッケージである｡

"HICAMS''のソフトウェアは,

ユ･レーショ ンなどの加工を

ディスプレイ,グラフイ ツ

ンタに出力できるアプリケ

大別して業務別ソフトウェ

アと機能別ソフトウェアとに分類できる｡

業務別ソフトウェアは,資金菅野,予算管理及び商品管理

の3項目より構成される｡利用者はこの中から必要業務を選

択し,管理支援のための情報処理システムを構築することが

できる｡図lに"HICAMS''の体系を示す｡

今回ソーダ･ニッカ株式会社が適用したモジュールは,業

務別ソフトウェアの資金管理のサブモジュールである資金操

作シミュレータである｡
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"HICAMS''の技術的な特徴は,機能別ソフトウェアにあり,

そのソフトウェア構造にプログラム･モジュール統合化方式

を採用している｡図2に"HICAMS''機能別ソフトウェアのソ
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注:■lま･ソー㌢ニッカ株式会社で導入したモジュールを示す｡
図l"HICAMS''の体系 l■HICAMS'●のソフトウェアを構成している機

能別ソフトウェアと,業務別ソフトウェアの体系を示す｡今回ソーダ･ニッカ

株式会社に導入Lたモジュールは,業務別ソフトウェアの中の資金管理の部分

である｡

*

ソーダ･ニッカ株式会社電算室
**

日立製作所ソフトウェア工場
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プログラム選択テーブル

解 言売

業務

プログラム

アーブル

業務内容

入力

○
モジュール

約200ステップ

252個

検 索 加 工 編 集

i凸b･d凸bお▼｢
/T

ヽ ′丁 ヽ

出力

■■■-t●■

d凸b･d凸bddb
時系列データ検索など
約200ステップ28個

構成比辛計算など
約200ステップ143個

棒グラフ,折れ線グラフなど
約200ステップ27個

区12 "HICAMS”のソフトウエア構造 槻離別ソフトウェアは,業務プログラムを｢入力+･｢解読+･｢検

索+･｢加エ+･｢編集+･｢出力+と六つの機能に分割L,それぞれのモジュールの組合せで一つの業務プログラムを

作成する｡

フトウェア構造を示す｡

プログラム･モジュール統合化ノブ式とは,業務プログラム

を,｢入力+･｢解読+･｢検索+･｢加工+･｢編集+･｢出力+の六

つの基本的なモジュールに分;判し,各モジュールを機能的か

つ其本的なプログラムに再整理し用意しておき,それぞれの

プログラムを組み合わせて-一つの業務プログラムを作成する

ものである｡また,プログラムの組合せや表示すべき文ノi:な

どは,テーブルによって管理されるのでテーブルを書き換え

るだけで必要に応じた情報処羊里を行なうことができる｡テー

ブルに登録された標準的なプログラムの組合せが汎月ヨパッケ

ージであり,組合せは自由に変えられるため仕様を変えたい

部分だけを変更することができる｡これがメンテナンスの容

易な汎用パッケージ構築方式である｡

"HICAMS''は,以上述べた特徴をもっているため,各利用

者の目的に適合した情報処理をほとんどプログラムを作成す

ることなく行なわせることができ,情報処理の効率向上及び

高信頼化が期待できる｡

"HICAMS■'は,HITAC M-160ⅠⅠ,HITAC M-150のオペ

レーティング･システムであるVOS(VirtualStorage Opera-

ting System)-1,HITAC L-340のVOS-1S,HITAC 8250

のNDOS(New Disk Operating System)のバッチ･システ

ム及びオンライン･システムの下で稼動が可能となっている｡

田"HICAMS”の適用1)

ソーダ･ニッ･カ株式会社は,化学薬品卸売商社であり,昭

和48年4月,HITAC 8150を導入し,販売･仕入･経理をコ

ンピュータ化し,当初の目標であった(1)事務の合理化,(2)管

理資料の早期j是供に取r)組み成果を収めた｡その後,業務の

拡大とオンライン･システムを指向する理由から昭和52年9

月にHITAC 8250にレベル･アップし現在に至っている｡

3.l"HICAMS■'導入の基本構想

ソーダ･ニッカ株式会社では,HITAC 8250導入を機に,

計算機の利用レベルが,日常基本業務から意志決定業務へ移

りつつあった｡そのため,管理計画業務がシステマテイ､ソク

に行なえるように業務を支援するプログラムを開発する必要

性を考え検討を重ねてきた｡
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そのため,今回の"HICAMS”通用の検討に当たり,二大の点

を大きな基本構想として描iいた｡

(1)プログラムの保ミ㌣件の向上を図る｡

(2)システム設計の知溜昌を図る｡

(3)システム建設の短縮を図る｡

(4)プログラムの機能分割】一他システムへプログラムが転用

■叶能なモジュールの作成一

(5)グラフ,lヌⅠ表など,表示形式が自l__Uに選択可能であること｡

(6)パ･ソケ【ジの適用効率が高いこと｡

以.卜六つの某本構想の‾Fに,"HICAMS''のプログラム構造

を参照し,システムの通用について検討を開始した｡

3.2``HtCAMS”適用の検討

"HICAMS''の適用の検討に当たっては,日立製作所のシス

テム･エンジニアはもちろんのこと,電算宇,エンド･ユー

ザーである資金課のメンバーでプロジュクト･チームを編成

し,図3に示す要領で検討を行なった｡検討の内容は,チェ

､ノクポイント1で,オペレーティング･システムの"HICAMS''

インタフェースの確認を行ない,チェックポイ ント2で,ハ

ードウェア,キャラクタ･ディスプレイの"HICAMS''インタ

フェースの確認を行なった｡その後,チェックポイント3で

現在使用中のファイル･レイアウトと"HICAMS''のファイル･

レイアウトを照合してアイテムチェックを行ない,不足分に

ついてはアイテムの追加を検討した｡チェックポイント4で

は,エンド･ユーザーである資金課ていIHICAMS''の仕様書の

チェックを行ない,その結果,資金こ｢Pでキャラクタ･ディ ス

プレイ使用による会話モードの運用が叶能であることが判明

Lた｡その後,いHICAMS”の基本構造モデルの提供を受け,

画面フオⅥマット,出力帳票の修正及びプログラムの修正を

経て運用に言至った｡

3.3 資金繰りの"ト‖CAMS”基本構造モデルへの適用

資金管理のサブ･モジュールである資金操作シミュレータ

の開発について述べる｡

資金繰りは,比較的短期間で,入出金のタイ ミングの調整

及び預金の操作によr)､当面する収支の過イナや適jE残高の推

持を図ろう とするものである｡

資金操作の開発に当たっては,資金繰り業務を"HICAMS''



(1)

ソフトウエア

の検討

(2)l
システム構成

の検討

(｡,l
残存ファイル

仕様書が整備

されているか?

(｡)l
パッケージ

導入体制が
整備されて
いるか7

(5)l
パッケージの

モジュールが

使用可能か?

l
〔D

●オペレwティング

システム

●ハードウエア

●キャラクタ･

ディスプレイ

可
●ファイルレイアウト

●工ントユーザー

の利用方法

屯
●画面フォーマット

●出力帳票のチェック

(6)

(7)

(8)

(′二D

l

■`川CAMS

提 供

l

画面フォーマット

出力帳票は

使用可能か?

I

プログラム

修 正

(9)l
画面フォーマット

出力帳票

修正

白●画面フォーマット

●出力帳票のチェック

図3 "HICAMS”適用の検討 "HICAMS'l適用の過程を示す｡各過程の

チェックポイントの検討を経て."HICAMS”の運用に至る｡
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の設i汁思想からモデ′レを作成し,業務を六つの機能に分類L

検.汁を行なったL〉 図4に資金繰りの機能モデルをホすL｡分析

Lた∴つの機能:は,二大に述べるとおりである.)

(1)現時点での糊金残.ミ■ごiを知る｡
…税収分析機能

人山余は,銀行を過Lて行なわれるのが瞥辿であるため,

+才い㌧主r夏祭城端を貴‖るには銀行別一郎令残高を知ればよし､｡

(2)資食拙作時∴1､(までの人出令の子渕を行なう.〕…‥…イ測

機能

人.11余子延を人ブJLたり,下形の清込み1ニ1立(支払下形,収

J′ニノ之び1抑Jl千形)かご_)推作帖∴‡までの的令残満のニチ芯をたてる..

(3)拭作の.拝仙北準とLて叫凱1二資金在ノ卓基畔(例えば打iモモ中

など)を設;こする｡ 詐佃尺度設定機能

ソーダ･ニッカ株J℃仝什では,適止資金のカリ車其咋とLて

鼻朋二fの邦貨率を収っているし- 頼貸率は,総借入令に対する総

fi'主命グ)て刊†㌣であって,鈍行は_企業に刈▲Lてそグ)代りでナを-1■Tiめ.よ

うとするが,企二掛二と一‥ノては,余りiTlTiめてもでき令コストの伽

で了モ阜策でないため,ある程度の水準にとどめている一､
｢7 ‾l

･一7‾､

ノr

一一1ヒの臼標郎!享年を滋め,銀行別に官巨令管理を了fなっているノ_〕

(4)宮戸令推作･…‥…代行案の作成機能

節食推作の二範要ノJイl三かごJ次の順に拭作が進め⊥'ノれる一ニ

(a) 支･払超過を起二さない

(b)過正発令布J幸水畔をir:1盲たす｡)

(c)頼1き連用の拉過化(リ1丁重桝食を九的lけ盲′{令,1上期j二ri令に柏

すなど)

(5)資食推作♂‾)チェック…･‥･･･代件案の作成機能

F‾う了J記(4)で行なノーノた拙作を,対銀行i牧笥♂)_)り揚かご)チェ

L､代拝ノ束の逆1三,ブ良三こどを行なう.､

(6)鈍行川の柳令の桝ナ結え梯作叫細を亡【リノする｡

ク

指

同‾芹作成機能

表lに溌余拙作シミュレー｢タのいHICAMS”への過川例を

銀行(り 銀行(2) 銀行(′丁)

定期

預金 定期

預金

通知

預金

普通
預金

当座

定期

預金
定期
預金

通知

預金

普通

層全

当座

通知

預金

通知

預金
普通

預金

普通

預金 当座

預金当座

在

預金 寺来預金 将来

現在

預金

‡

銀行間の資金移動

銀行間の資金移動(政策銀行に…綬取引銀行から資金を移動し,収支の適合や適正残高の維持を図る｡)

目 標 変 数 操 作 変 数 与 件 変 数

･預 貸 率
･銀行間預金移動縫 ･入出金時期･顔

･過不足額 ･預金勘定間の資金移動額 ･現在預金残高

･預金利子による利益 ･手形割引時期
･利子率

･預貸率

図4 資金繰りのモデル 資金繰りは比較的短期間で,入出金のタイミングの調整及び預金の操作により,

当面する収支の適合や適正残高の維持を図ろうとするものである｡

◆

現金仕入

買掛金支払

支払手形
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表l 資金操作シミュレータの"HICAMS”への適用 資金繰りの基

本機能と`▲HICAMS''i是供モジュール,資金操作シミュレータのサニ7システムを

対比し,資金操作シミュレータの山HICAMS”基本構造モデルヘの適用例を示す｡

資金繰り基本枚能 幾能弁類
■lHICAMS'' 資金】桑作シミュレータ

提供モジュール モジュール

l
現時点での預金残 現状分析 現状分析情報提供モジ 現状表示サブ･システム

高の把捉 ユーノレ (預金残高の表示)

2
資金操作時点まで 状況変化の 予測ないし初期値セッ 入出金操作サブ･シス

の入出金の予測 予測 ト･モジュール テム

3

資金操作の評価基 評価尺度及 評価尺度及び操作制約 操作評価基準設定サブ

準とLての適正資 び制約条件 条件入力モジュール システム(預貸率のセッ

金在庫基準の設定 の設定 ト)

4
預 金 操 作 代替案作成 代替案の作成(操作変 代替案作成サブ･シス

(預け替え) 数値の入力)モジュール テム(預け替え操作)

5

資金操作のチェック 代替案評価 代替案の評価モジュール 代替案評価サブ･シス

テム(預け替え操作に

含まれる)

6

預金の預け替え伝 指図書作成 指図書作成モジュール 指図書作成サブ･シス

票などの出力 テム(預け替え操作明

細)

注:■`HICAMS■'=HitachiComputer Assisted Manaqement Systems

示す｡

3.4 資金操作シミュレータの概要

"HICAMS''の基本構造モデルに某づいて開発した資金操作

シミュレータのアプリケーショ ン概要を図5に示す｡

これを稼動させることにより,担当者が煩雑な資金操作作

業から解放され,真のi央定,評価に専念できるようになった｡

3.5 "HICAMS''使用による留意点

"HICAMS''は,プログラム構造を主体に作成されているた

め,従来の個別業務パッケージに比べ,プログラムの保守′lでl三

の向上といった点で大きな効果があった｡

また,システム設計の短縮,システム建設の知i縮の面でも

大きな期待がもてる｡

今回,"HICAMS”を導入して感じた点は,次に述べるとお

りである｡

(1)エンド･ユーザーの受入れ体制が整備されていること｡

(2)既存ファイル仕様書が垂封肩されていること｡

前記(1)については,エンド･ユーザーの業務に対する芦里解

とオンライン･システムの受入れ体制が必要であI),この体

制が整備されていなければ,"HICAMS''の機能を失ってしま

うおそれもある｡

同じく(2)については,ファイル･レイアウトの仕様書が整

備されていなければ,"HICAMS''の導入に時間を費やしてし

まい,既存システムとのファイルの重複というむだな点もで

てくる｡以上の二点が,▲､HICAMS''を導入する場合の大きな

ポイントであり,i導入する場合は,これらを整備した上で取

I)かかることが望ましし-｡

田 結 言

この論文では,"HICAMS''導入に至る巻本構想,資金繰I)

業務の"HICAMS''基本構造モデルへの適用,資金操作シミュ

レーションのアプリケーション概要及び"HICAMS''使用による
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(現状表示サブ･システム)

更新の預金残高の表示

残高は入出金伝票･手形決済

データなどで更新

(入出金操作サブ･システム)

･入金又ば出金データの入力

･銀行別に過不足軌預貸率を

計算L表示

(操作評価基準設定サブ･システム)

目標預貸宰を入力

邑棲預貸率に対する預金の過

不足を計算し表示

･会話的に目標預貸率の変更が

可能

(代替案作成サブ･システム)

(代替案評価サ7･システム)

･預け替えデータ入力

･各銀行間の預金の移行と預貸

率の計算表示

偶因書作成サブ･システム)

･当日行なった操作明細を預け

替え,銀行別に義気確乱

･当明細を参照し,正式伝票の

発行となる｡

く預け替え各〉

え票替ナ矧伝

区15 資金操作シミュレータ･アプリケーション概要 "HICAMS■'

の基本構造モデルに基づいて設計した資金操作シミュレータのアプリケーショ

ン例を示す｡

留意点について述べた｡ソーダ･ニッカ株式会社での当面の

課題としては,今回開発した資金繰り業務に対し,いHICAMS''

を基本として,その運用効果について調査,分析を行なうと

ともに,より効果的なシステム構築に力を入れる考えである｡

"HICAMS''の導入は,まだ一部分であり,今後はトータル･

システムを完成させるためにも,積極的に"HICAMS''の採用

を考えていきたい｡また,インプット媒体もキャラクタ･デ

ィスプレイが主う克となっていくため,機能別ソフトウェアの

採用も考え,管章里計画業務に必要な情報を,必要に応じ検索

可能なシステムや簡単な予測,シミュレーションが可能なシ

ステムを完成させていくつもりである｡
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